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(57)【要約】
【課題】ユーザが希望する時間間隔で連続撮影を行うこ
とができる撮像装置を提供する。
【解決手段】レリーズスイッチが継続して押圧されてい
る間、次の動作が繰り返し行われる。ステップＳ３０５
においてスルー画を表示する。ステップＳ３０６におい
てタッチパネルがタッチされているか否かを判定する。
タッチされているとき、ステップＳ３０７においてその
タッチ位置が前回に比べて所定量変位しているか否かが
判定される。所定量変位しているとき、ステップＳ３０
８において撮影が行われる。その結果、ユーザによるタ
ッチ位置の変位量に応じて、すなわち、タッチ位置の移
動速度に応じて撮影のタイミングが操作される。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の像を撮像する撮像部と、
　ユーザが入力するタッチ位置を取得するタッチパネルと、
　前記撮像部の撮像動作を制御する制御部と、
　を具備し、
　前記制御部は、前記タッチ位置を取得し、前記タッチパネルが継続してタッチされてい
る間において繰り返して、前記タッチ位置が前記タッチパネル上で定義された所定量変位
する毎に前記撮像部に撮像動作を実行させる、
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記タッチパネルに対応して配置された、画像を表示する表示部を更に具備し、
　前記表示部は、前記撮像動作の際に前記タッチ位置と関連づけられた位置に、この撮像
動作によって得られた撮像画像をサムネイル表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記撮像画像を記憶する記憶部を更に具備し、
　前記記憶部は、前記撮像画像を順次記憶し、前記タッチ位置が以前に前記サムネイル表
示された前記撮像画像に対応する位置であるとき、最新に記憶された前記撮像画像を削除
する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記タッチパネルに対応して配置された、画像を表示する表示部を更に具備し、
　前記表示部は、前記所定量を間隔として並ぶマークを表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記マークは枠を含み、
　前記表示部は、前記撮像動作のときの前記タッチ位置と最も近い前記枠内に、この撮像
動作によって撮像された撮像画像をサムネイル表示する、
　ことを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記継続してタッチされている間に前記撮像動作によって撮像された複
数の撮像画像を一群の画像として記録媒体に記録させることを特徴とする請求項１に記載
の撮像装置。
【請求項７】
　前記制御部は、継続してタッチされている間かつ所定の一時停止操作信号が入力される
までに前記撮像動作によって撮像された複数の撮像画像と、所定の再開操作信号が入力さ
れた後継続してタッチされている間に前記撮像動作によって撮像された複数の撮像画像と
を、一群の画像として記録媒体に記録させることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置
。
【請求項８】
　前記制御部は、前記タッチパネルの一辺に沿って、このタッチパネルが継続してタッチ
されている間、前記撮像部に前記撮像動作を実行させることを特徴とする請求項１に記載
の撮像装置。
【請求項９】
　レリーズボタンを更に具備し、
　前記制御部は、前記レリーズボタンが押圧され、かつ、前記タッチパネルが継続してタ
ッチされている間、前記撮像部に撮像動作を実行させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１０】



(3) JP 2013-157724 A 2013.8.15

10

20

30

40

50

　前記撮像部に入射する前記被写体の前記像の合焦を調整する合焦光学系と、
　前記タッチパネルに対応して配置された、画像を表示する表示部と、
　を更に具備し、
　前記表示部は、前記撮像部で取得したスルー画を表示し、
　前記制御部は、前記タッチパネルがタッチされたとき、このタッチされた位置に対応す
る前記表示部に表示された前記スルー画における前記被写体に合焦するように前記合焦光
学系を動作させた後、前記撮像部に撮像を実行させ、その後、前記タッチパネルが継続し
てタッチされている間、前記撮像部に前記撮像動作を実行させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、動きの激しい被写体や動きが予想し難い被写体の撮影を行うとき、シャッター
チャンスを逃す恐れがある。これに対して、シャッターチャンスを逃さないように例えば
連続撮影が行われる、すなわち連写されることがある。しかしながら連写では、シャッタ
ーチャンス以外の写真を含む大量の写真が取得される。そこで特許文献１には、連写で得
られた写真をサムネイル表示し、必要な写真を選択することに関する技術が開示されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２２６３１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１の技術を含む従来の連写では、所定の時間間隔で撮影が行われる。しか
しながら、シャッターチャンスは時間経過に対して均等に発生するものではない。
【０００５】
　そこで本発明は、ユーザが希望する時間間隔で連続撮影を行うことでシャッターチャン
スを逃さない撮影を行える撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を果たすため、本発明の一態様によれば、撮像装置は、被写体の像を撮像する
撮像部と、ユーザが入力するタッチ位置を取得するタッチパネルと、前記撮像部の撮像動
作を制御する制御部と、を具備し、前記制御部は、前記タッチ位置を取得し、前記タッチ
パネルが継続してタッチされている間において繰り返して、前記タッチ位置が前記タッチ
パネル上で定義された所定量変位する毎に前記撮像部に撮像動作を実行させる、ことを特
徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、タッチ位置が所定量変位する毎に撮像動作を実行するので、ユーザが
希望する時間間隔で連続撮影を行うことでシャッターチャンスを逃さない撮影を行える撮
像装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の各実施形態に係るデジタルカメラの構成例を示すブロック図。
【図２】第１の実施形態に係るデジタルカメラが操作される様子を表す模式図。
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【図３】第１の実施形態に係るデジタルカメラが操作される別の様子を表す模式図。
【図４】各実施形態に係るメインフローの一例を表すフローチャート。
【図５】各実施形態に係る再生モード動作の一例を表すフローチャート。
【図６】第１の実施形態に係る撮影モード動作の一例を表すフローチャート。
【図７Ａ】レリーズボタンによる連続撮影のタイミングを説明するための図。
【図７Ｂ】第１の実施形態による連続撮影のタイミングを説明するための図。
【図８】第１の実施形態による連続撮影のタイミングを説明するための図。
【図９】第１の実施形態に係るデジタルカメラの使用方法の一例を説明するための図。
【図１０】第１の実施形態に係るデジタルカメラの使用方法の別の例を説明するための図
。
【図１１】第１の実施形態に係るデジタルカメラの使用方法のさらに別の例を説明するた
めの図。
【図１２】第２の実施形態に係るデジタルカメラが操作される様子を表す模式図。
【図１３】第２の実施形態に係る撮影モード動作の一例を表すフローチャート。
【図１４】第２の実施形態に係るスライドタッチ撮影動作の一例を表すフローチャート。
【図１５】第３の実施形態に係るデジタルカメラが操作される様子を表す模式図。
【図１６】第３の実施形態に係るスライドタッチ撮影動作の一例を表すフローチャート。
【図１７Ａ】第３の実施形態の変形例に係るデジタルカメラが操作される様子を表す模式
図。
【図１７Ｂ】第３の実施形態の変形例に係るデジタルカメラが操作される様子を表す模式
図。
【図１７Ｃ】第３の実施形態の変形例に係るデジタルカメラが操作される様子を表す模式
図。
【図１８】第４の実施形態に係るデジタルカメラが操作される様子を表す模式図。
【図１９】第４の実施形態に係るスライドタッチ撮影動作の一例を表すフローチャート。
【図２０】変形例に係るデジタルカメラが操作される様子を表す模式図。
【図２１】変形例に係るスライドタッチ撮影動作の一例を表すフローチャート。
【図２２Ａ】各実施形態に係るデジタルカメラが操作される様子を表す模式図。
【図２２Ｂ】各実施形態に係るデジタルカメラが操作される様子を表す模式図。
【図２２Ｃ】各実施形態に係るデジタルカメラが操作される様子を表す模式図。
【図２２Ｄ】各実施形態に係るデジタルカメラが操作される様子を表す模式図。
【図２３Ａ】各実施形態に係るデジタルカメラにより撮影された一群の画像の表示例を示
す図。
【図２３Ｂ】各実施形態に係るデジタルカメラにより撮影された一群の画像の別の表示例
を示す図。
【図２４】各実施形態に係る再生モード動作の一例を表すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　［第１の実施形態］
　本発明の第１の実施形態について図面を参照して説明する。本実施形態に係る撮像装置
としてのデジタルカメラ１の概略を示すブロック図を図１に示す。デジタルカメラ１は、
例えば、レンズ交換式のカメラである。ただし、レンズ交換式である必要はなく、レンズ
が固定されたコンパクトカメラや撮影機能付き携帯機器などに本発明の技術を適用するこ
とも勿論できる。レンズ交換式のカメラを用いれば、撮影する被写体に応じて、様々なレ
ンズを利用して撮影を行える。したがって、人物や風景といった一般的な被写体に加えて
身近にあるものをきれいに撮影したいユーザ等は、このようなカメラを利用することが多
い。想定される本発明の利用者には、このようなレンズ交換式のカメラの利用者が含まれ
る。
【００１０】
　レンズ交換式のデジタルカメラ１は、カメラ本体１０と、レンズ２０とを有する。ユー
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ザは、カメラ本体１０に好みのレンズ２０を取り付けて撮影を行う。レンズ２０は、被写
体像を後述するカメラ本体１０に設けられた撮像部１２に導く。ここでは、レンズ２０は
、ズームレンズであるとして説明を行う。ただし、ズームレンズに限らず単焦点レンズで
もよい。レンズ２０は、レンズ光学系２６を有する。レンズ光学系２６には、ズーム部２
６ａと、ピント部２６ｂと、絞り部２６ｃとが設けられている。ズーム部２６ａは、複数
のレンズ要素の位置を移動させてズーム機能を実現する。ピント部２６ｂは、ピント合わ
せ用レンズを移動させて、被写体像を撮像部１２に合焦させる。絞り部２６ｃは、絞りの
開閉動作をすることで、撮像部１２に導かれる光の量を調整する。
【００１１】
　レンズ２０は、ズーム部２６ａ、ピント部２６ｂ、絞り部２６ｃ等の動作を制御する制
御部２１を有する。また、レンズ２０は、ズーム部２６ａ内の各要素の位置を検出する位
置検出部２５ａと、ピント部２６ｂ内の各要素の位置を検出する位置検出部２５ｂと、絞
り部２６ｃ内の各要素の位置を検出する位置検出部２５ｃとを有する。また、レンズ２０
は、ズーム部２６ａ内のモータ等を駆動する駆動部２４ａと、ピント部２６ｂ内のモータ
等を駆動する駆動部２４ｂと、絞り部２６ｃ内のモータ等を駆動する駆動部２４ｃとを有
する。また、レンズ２０は、制御データやプログラムを記録している記憶部２７と、カメ
ラ本体１０と通信するための本体通信部２２とを有する。
【００１２】
　制御部２１は、記憶部２７に記録された制御データやプログラム、本体通信部２２を介
して取得された各種制御パラメータに基づき、位置検出部２５ａの出力を利用して、駆動
部２４ａを動作させ、ズーム部２６ａを駆動する。また、制御部２１は、記憶部２７に記
録された制御データやプログラム、本体通信部２２を介して取得された各種制御パラメー
タに基づき、位置検出部２５ｂの出力を利用して、駆動部２４ｂを動作させ、ピント部２
６ｂを駆動する。また、制御部２１は、記憶部２７に記録された制御データやプログラム
、本体通信部２２を介して取得された各種制御パラメータに基づき、位置検出部２５ｃの
出力を利用して、駆動部２４ｃを動作させ、絞り部２６ｃを駆動する。
【００１３】
　また、レンズ２０は、操作部２３ａ及び操作部２３ｂを有する。操作部２３ａ及び操作
部２３ｂは、ズーム部２６ａ、ピント部２６ｂ、絞り部２６ｃ等の動作を入力するための
操作部である。ユーザは、操作部２３ａ及び操作部２３ｂを操作することで、ズーム部２
６ａ、ピント部２６ｂ、絞り部２６ｃ等の動作をマニュアル調整することができる。ユー
ザは、これら操作部２３ａ及び操作部２３ｂを操作することで、ぼかし効果等にこだわっ
た撮影のためのレンズ操作等をすることができる。例えば操作部２３ａ及び操作部２３ｂ
は、鏡筒に沿って回動するリング部を有している。リング部は、後述するようにシフト操
作も可能であり、例えば、回転動作が操作部２３ａの入力に対応し、シフト動作が操作部
２３ｂの入力に対応する。なお、操作部２３ａ及び操作部２３ｂは、操作スイッチなどで
もよい。
【００１４】
　一方、カメラ本体１０は、各種信号を処理し、カメラ本体１０の各部を制御する信号処
理制御部１１を有する。信号処理制御部１１は、例えば集積回路で構成される。この信号
処理制御部１１には、画像の表示や記録に必要な画像処理が可能な信号処理部１１ａが形
成されている。また、信号処理制御部１１には、各種パラメータを制御するパラメータ制
御部１１ｂが設けられている。さらに、信号処理制御部１１には、後述の表示部１８ａや
接眼表示部３０への画像表示を制御する表示制御部１１ｃと、後述のタッチパネル１８ｂ
による入力の処理を行うタッチ判定部１１ｄとが設けられている。
【００１５】
　カメラ本体１０は、撮像部１２を有する。撮像部１２は、撮像動作をする。すなわち、
撮像部１２は、交換レンズから入射した被写体像を電気信号に変換し、画像信号を生成す
る。撮像部１２は、生成した画像信号を信号処理制御部１１に出力する。
【００１６】
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　カメラ本体１０は、画像を表示するための表示部１８ａを有する。表示部１８ａは、例
えば液晶表示パネルを有している。また、カメラ本体１０は、画像を表示するための接眼
表示部３０が取り付けられるように構成されている。接眼表示部３０は、小型の液晶パネ
ル又は有機ＥＬパネル等を有している。接眼表示部３０は、表示画像を専用の光学系で拡
大してユーザに目視可能にさせるものある。ユーザは、ファインダを覗き込む形で観察で
きるので、外光の影響を受けずに画像を観察できる。さらに、接眼表示部３０は、この専
用の光学系の調整によって、ユーザの視度に合わせた視度調整ができるように構成されて
いる。この視度調整により、ユーザは、自身の視力に関わらず良好な画像の観察を行うこ
とができる。表示部１８ａ及び接眼表示部３０は、信号処理制御部１１内の表示制御部１
１ｃの制御下で動作する。
【００１７】
　カメラ本体１０には、スイッチ等、ユーザの様々な操作による入力を受け取る操作部１
６が設けられている。撮影装置で特に重要なのは撮影時の操作であり、例えば静止画撮影
用のレリーズボタンが右手の人差し指で操作できる位置に配置されている。ユーザは、こ
のレリーズボタンを操作することで、デジタルカメラ１に撮影動作を行わせることができ
る。また、操作部１６には、シャッタースピード、絞り、露出補正、感度設定、ピント位
置等の撮影パラメータの変更が入力されるスイッチやダイヤル等が設けられている。
【００１８】
　また、カメラ本体１０は、タッチパネル１８ｂを有する。このタッチパネル１８ｂは、
例えば表示部１８ａ上に設けられている。タッチパネル１８ｂもユーザの指示の入力を受
け取る。ユーザは、例えば表示部１８ａに表示されたアイコンに対応する位置を触れるこ
とにより、デジタルカメラ１の操作を行うことができる。また、タッチパネル１８ｂは、
ユーザから本実施形態に係る連続撮影の指示を受け取る。ユーザによってタッチされたこ
とによりタッチパネル１８ｂが発生する信号は、信号処理制御部１１内のタッチ判定部１
１ｄに出力され、その信号はまずタッチ判定部１１ｄで処理される。
【００１９】
　カメラ本体１０は、第１の記憶部１４ａと第２の記憶部１４ｂとを有する。第１の記憶
部１４ａは、例えばＲＯＭであり、例えば信号処理制御部１１による制御に用いるプログ
ラム等を記憶している。また、第２の記憶部１４ｂは、例えばＳＤＲＡＭ等のＲＡＭであ
り、例えば信号処理制御部１１による処理結果を一時的に記憶する。さらに、カメラ本体
１０には、撮影して生成された画像データを記録するための記録部１７が設けられている
。この記録部１７は、一般的な記録媒体として、カメラ本体１０に対して取り外し可能に
接続されている。また、カメラ本体１０は、撮像部１２が取得した画像信号に基づいて、
被写体の顔部を検出する顔検出部１３を有する。また、カメラ本体１０は、カメラ本体１
０の姿勢を検出するための加速度センサ１９を有する。また、カメラ本体１０は、レンズ
２０の本体通信部２２と通信するためのレンズ通信部１５を有する。カメラ本体１０から
レンズ２０へのレンズ２０の動作の指示や、レンズ２０からカメラ本体１０へのレンズ２
０の状態に係る情報の転送等は、レンズ通信部１５と本体通信部２２とを介して行われる
。また、カメラ本体１０は、撮影した画像に撮影日時のデータを付加する等のため、時計
１１ｅを有する。
【００２０】
　信号処理制御部１１は、第１の記憶部１４ａに記憶されたプログラムに従って動作する
。信号処理制御部１１は、ユーザが表示部１８ａや接眼表示部３０を見ながら撮影できる
ように、信号処理制御部１１内の信号処理部１１ａが例えば撮像部１２から入力された画
像信号に基づいてプレビュー画像を作成し、信号処理制御部１１内の表示制御部１１ｃが
それをスルー画として表示部１８ａや接眼表示部３０に表示させる。また、信号処理制御
部１１内の信号処理部１１ａは、例えば操作部１６からの入力に応じて、撮影時には撮像
部１２から入力された画像信号に基づいて記録画像を作成し、この記録画像を記録部１７
に記録させる。また、信号処理制御部１１のパラメータ制御部１１ｂは、例えば顔検出部
１３で検出した顔部のコントラストに基づいて合焦の評価を行ったり、位相差信号に基づ



(7) JP 2013-157724 A 2013.8.15

10

20

30

40

50

いてピントのずれを検出したり、露出量などの調整量を切り換えたり等の撮影制御を行う
。信号処理制御部１１内のタッチ判定部１１ｄは、タッチパネル１８ｂから信号を取得し
て、タッチパネル１８ｂを介したユーザの指示を取得する。
【００２１】
　本実施形態に係るデジタルカメラ１の動作を説明する。このデジタルカメラ１は、シャ
ッターチャンスを逃すことなく確実に撮影を行うことを可能にする。例えば、図２に示す
ように、ユーザは、操作部１６の１つであるレリーズボタン１６ａを押しながら、タッチ
パネル１８ｂ上で指をスライドさせる。デジタルカメラ１は、タッチパネル１８ｂ上で指
がスライドされているか、すなわち、タッチ位置の所定量の変位があるか否かを判断し、
指がスライドされているときのみ撮影動作を行う。また、例えば図３に示すように、デジ
タルカメラ１は、レリーズボタン１６ａが用いられずに、タッチパネル１８ｂ上の操作の
みで同様の動作が行われるように構成されている。すなわち、デジタルカメラ１は、タッ
チパネル１８ｂが最初にタッチされたときに撮影動作を行い（いわゆるタッチレリーズ）
、その後、タッチパネル１８ｂ上で指がスライドされたことを検出したときのみ撮影動作
を行うように構成されている。このように、本実施形態に係るデジタルカメラ１は、図２
に示すように従来のレリーズボタン１６ａによる撮影動作や、図３に示すように従来のタ
ッチレリーズによる撮影動作はそのままに、その後のタッチ位置のスライド操作に応じて
、連続撮影が行われるように構成されている。
【００２２】
　本実施形態に係るデジタルカメラ１の動作をフローチャートを参照して説明する。信号
処理制御部１１により実行されるメイン処理のフローチャートを図４に示す。信号処理制
御部１１は、ステップＳ１０１において、撮影モードであるか否かを判定する。例えば、
信号処理制御部１１は、操作部１６のモード切替スイッチが撮影モードを示す位置にある
か否かを判定することで、撮影モードであるか否かを判定する。
【００２３】
　ステップＳ１０１において撮影モードであると判定されたとき、信号処理制御部１１は
、ステップＳ１０２において、後述する撮影モード動作を実行する。信号処理制御部１１
は、撮影モード動作が終了したら、処理が終了であるか否かを判定する。例えば、信号処
理制御部１１は、操作部１６のメインスイッチが押圧されたか否かを判定することで、処
理が終了であるか否かを判定する。ステップＳ１０３において終了であると判定されたと
き、信号処理制御部１１は処理を終了する。ステップＳ１０３において終了でないと判定
されたとき、処理はステップＳ１０１に戻る。
【００２４】
　ステップＳ１０１において撮影モードでないと判定されたとき、信号処理制御部１１は
、ステップＳ１０４において再生モードであるか否かを判定する。例えば、信号処理制御
部１１は、操作部１６のモード切替スイッチが再生モードを示す位置にあるか否かを判定
することで、再生モードであるか否かを判定する。ステップＳ１０４において再生モード
でないと判定されたとき、処理はステップＳ１０３に進む。ステップＳ１０４において再
生モードであると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ１０５において後
述する再生モード動作を実行する。再生モード動作が終了したら、処理はステップＳ１０
３に進む。
【００２５】
　再生モード動作を図５に示すフローチャートを参照して説明する。信号処理制御部１１
は、ステップＳ２０１において記録部１７に記録されている画像を表示部１８ａに一覧表
示させる。信号処理制御部１１は、ステップＳ２０２において拡大再生が選択されたか否
かを判定する。例えば表示部１８ａに一覧表示された画像のうちの一つがタッチパネル１
８ｂによって選択されたとき、選択された画像の拡大再生が選択されたものとする。ステ
ップＳ２０２において拡大再生が選択されていないと判定されたとき、処理はステップＳ
２０１に戻る。一方、ステップＳ２０２で拡大再生が選択されたと判定されたとき、信号
処理制御部１１は、ステップＳ２０３において表示部１８ａに選択画像の拡大表示をさせ
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る。
【００２６】
　信号処理制御部１１は、ステップＳ２０４において画像の一覧表示に戻ることが選択さ
れたか否かを判定する。ステップＳ２０４で画像の一覧表示に戻ることが選択されていな
い間は、処理はステップＳ２０４を繰り返す。一方、ステップＳ２０４で画像の一覧表示
に戻ることが選択されたとき、処理はステップＳ２０５に進む。信号処理制御部１１は、
ステップＳ２０５において、再生モードが継続しているか否かを判定する。再生モードが
継続していると判定されたとき、処理はステップＳ２０１に戻る。一方、再生モードが継
続していないと判定されたとき、処理は図４を参照して説明したメインフローに戻る。
【００２７】
　撮影モード動作を図６に示すフローチャートを参照して説明する。信号処理制御部１１
は、ステップＳ３０１において表示部１８ａにスルー画を表示させる。すなわち、信号処
理制御部１１は、撮像部１２で取得した画像を処理し、処理後のプレビュー画像を表示部
１８ａにリアルタイムで表示させる。信号処理制御部１１は、ステップＳ３０２において
レリーズされたか否かを判定する。例えば、信号処理制御部１１は、操作部１６の一つで
あるレリーズボタン１６ａが押圧されたか否かを判定する。ステップＳ３０２においてレ
リーズされたと判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ３０３において撮影
動作を実行する。すなわち、信号処理制御部１１は、例えば撮像部１２に撮像動作を実行
させ、撮像部１２から画像信号を取得し、必要な処理を施して画像のデータを記録部１７
に記録させる。
【００２８】
　信号処理制御部１１は、ステップＳ３０４においてレリーズが継続されているか否かを
判定する。レリーズが継続されていないと判定されたとき、処理はステップＳ３１５へ進
む。一方、レリーズが継続されていると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステッ
プＳ３０５において、表示部１８ａにスルー画を表示させる。信号処理制御部１１は、ス
テップＳ３０６においてタッチパネル１８ｂがタッチされたか否かを判定する。ステップ
Ｓ３０６においてタッチされていないと判定されたとき、処理はステップＳ３０４に戻る
。一方、ステップＳ３０６においてタッチされたと判定されたとき、信号処理制御部１１
は、ステップＳ３０７において前回の撮影時に検出されたタッチ位置と比較してタッチ位
置が所定量変化したか否かを判定する。ステップＳ３０７においてタッチ位置が所定量変
化していないと判定されたとき、処理はステップＳ３０４に戻る。一方、ステップＳ３０
７においてタッチ位置が所定量変化していると判定されたとき、信号処理制御部１１は、
ステップＳ３０８において撮影動作を行う。すなわち、信号処理制御部１１は、撮像部１
２に撮像動作を行わせ、撮像部１２から画像信号を取得し、その画像信号を処理する。そ
の後処理は、ステップＳ３０４に戻る。
【００２９】
　ステップＳ３０２においてレリーズがされていないと判定されたとき、信号処理制御部
１１は、ステップＳ３０９においてタッチパネル１８ｂがタッチされたか否かを判定する
。ステップＳ３０９においてタッチされていないと判定されたとき、処理はステップＳ３
１５に進む。一方、ステップＳ３０９においてタッチされたと判定されたとき、信号処理
制御部１１は、ステップＳ３１０においてタッチされた位置と対応する表示部１８ａの位
置に表示された被写体にピントを合わせるようにピント部２６ｂを動作させた後に撮影動
作を実行する。すなわち、信号処理制御部１１は、撮像部１２に撮像動作を行わせ、撮像
部１２から画像信号を取得し、その画像信号を処理する。
【００３０】
　信号処理制御部１１は、ステップＳ３１１において表示部１８ａにスルー画を表示させ
る。信号処理制御部１１は、ステップＳ３１２においてタッチパネル１８ｂがタッチされ
たか否かを判定する。ステップＳ３１２においてタッチされていないと判定されたとき、
処理はステップＳ３１５に進む。一方、ステップＳ３１２においてタッチされたと判定さ
れたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ３１３において前回の撮影動作のときに検
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出されたタッチ位置と比較して、タッチ位置が所定量変化したか否かを判定する。ステッ
プＳ３１３においてタッチ位置が所定量変化していないと判定されたとき、処理はステッ
プＳ３１１に戻る。一方、ステップＳ３１３においてタッチ位置が所定量変化していると
判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ３１４において撮影動作を行う。す
なわち、信号処理制御部１１は、撮像部１２に撮像動作を行わせ、撮像部１２から画像信
号を取得し、その画像信号を処理する。その後処理は、ステップＳ３１１に戻る。
【００３１】
　信号処理制御部１１は、ステップＳ３１５において撮影モードが継続しているか否かを
判定する。ステップＳ３１５において撮影モードが継続していると判定されたとき、処理
は、ステップＳ３０１に戻る。一方、ステップＳ３１５において撮影モードが継続してい
ないと判定されたとき、処理は図４を参照して説明したメインフローに戻る。
【００３２】
　この撮影モード動作において、ステップＳ３０４乃至ステップＳ３０８のループ処理で
は、例えば図２に示したように、レリーズボタンが押圧されている状態において、タッチ
パネル１８ｂ上で指が所定量スライドされたときに撮影動作が行われ、指が静止している
ときは撮影動作が行われない。すなわち、タッチ位置が継続して変位しているとき、所定
量移動するごとに次々と撮影動作が行われる。すなわち、連続撮影が行われる。また、ス
テップＳ３１１乃至ステップＳ３１４のループ処理では、例えば図３に示したように、タ
ッチパネル１８ｂ上に指が置かれている状態において、ステップＳ３０４乃至ステップＳ
３０８の動作と同様に、タッチパネル１８ｂ上で指がスライドされたときは撮影動作が行
われ、指が静止しているときは撮影動作が行われない。また、タッチパネル１８ｂから指
が離されると、一連の連続撮影は終了する。なお、本実施形態ではタッチ位置の変位方向
は限定されず、何れの方向に移動しても同様に撮影動作が行われる。
【００３３】
　本実施形態によれば、シャッターチャンスを逃すことなく確実に撮影を行えるデジタル
カメラ１が提供される。例えば、レリーズボタンの操作のみによって連続撮影動作を行う
場合の、レリーズボタンを押す指の位置、すなわちレリーズボタンの押し込み量を表す模
式図を図７Ａに示す。この図において、時間Ｔ１と時間Ｔ３のとき、レリーズボタンは押
し込まれ、デジタルカメラ１は撮影動作を行う。ここで、時間Ｔ１と時間Ｔ３との間には
、レリーズボタンの押し込みがない状態が生じる。すなわち、レリーズボタンが押し込ま
れた状態から押し込みがない状態になり再び押し込まれた状態に移行する。したがって、
２回の撮影動作の間には、時間Ｔ１から時間Ｔ３までのタイムラグが発生する。
【００３４】
　これに対して、本実施形態に係るデジタルカメラ１の場合のレリーズボタン１６ａを押
す指の位置の様子の概略を図７Ｂに示す。この図に示すように、時間Ｔ１以降は、レリー
ズボタンは押し込まれた状態のままである。ここで、タッチパネル１８ｂ上で指をスライ
ドさせる動作がなされると、撮影動作が行われる。例えば、時間Ｔ２において撮影動作が
なされ得る。このように、図７Ａに示した場合に比べて、図７Ｂに示した場合では、タイ
ムラグが小さい。この小さなタイムラグのため、本実施形態に係るデジタルカメラは、シ
ャッターチャンスを逃すことなく確実に撮影動作を行うことができる。その結果、撮影の
タイミングがユーザが意図するタイミングとずれるために発生する希望する状況の写真が
撮影されないことや意図しない写真が撮影されることが防止される。すなわち、本実施形
態では、レリーズボタンのみならず、タッチパネル１８ｂの二次元空間がレリーズ動作に
おいて有効に活用される。
【００３５】
　また、一般に、希望する状況の写真の撮り逃しを防止するために、連写モードで撮影が
行われることがある。しかしながら、カメラの設計に応じるが、一般に連写モードを開始
するための操作は煩わしいことがある。また、連写モードで連続して撮影を行うと、希望
する状況以外の写真が大量に取得される。このような大量の撮影は、記憶容量や電池を浪
費する。また、大量の写真の中から必要な写真を選択する作業は煩わしい。これに対して
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本実施形態に係るデジタルカメラ１は、タッチパネル１８ｂ上のタッチ位置の移動により
、必要な写真のみを撮影するための指示をユーザから受け取ることができる。
【００３６】
　本実施形態では、所定の距離だけタッチ位置が変位すると撮影が行われるので、単位時
間当たりのタッチ位置の移動量、すなわち、タッチ位置の移動速度に応じて、撮影の間隔
が変化する。例えば時間に対する撮影のタイミングを図８に模式的に示す。図８（ａ）は
図７Ａを参照して説明したようにレリーズボタンを繰り返し押し込んだ場合を示し、図８
（ｂ）は従来の連写モードで撮影した場合を示し、図８（ｃ）は本実施形態に係る撮影の
場合を示す。ここで、各図の上側は撮影のタイミングを示すものとする。この図に示すよ
うに、図８（ｃ）に示す本実施形態によれば、図８（ａ）の場合よりも高頻度で撮影が行
われ得る。また、本実施形態によれば、図８（ｂ）に示すように連続的に撮影が行われる
のではなく、図８（ｃ）に示すように断続的に撮影が行われ得る。その結果、本実施形態
によれば、撮り過ぎや撮り逃しなく適切なタイミングで撮影が実施され得る。
【００３７】
　本実施形態によるデジタルカメラ１は、例えば次のように使用され得る。図９に示すよ
うに、次々と表情を変化させながら激しく動く子どもの写真を撮影する際には、比較的高
頻度で撮影を行うため、ユーザは比較的早くタッチパネル１８ｂ上で指をスライドさせる
。一方、図１０に示すように、変化がゆっくりとした日没の場面を撮影する際には、比較
的低頻度で撮影を行うため、ユーザは比較的ゆっくりとタッチパネル１８ｂ上で指をスラ
イドさせる。また、図１１に示すように、遠くから近づいてくる水族館の魚を撮影する際
には、魚が遠くにいるときには画像の変化が小さいので、比較的低頻度で撮影を行うため
、ユーザは比較的ゆっくりとタッチパネル１８ｂ上で指をスライドさせ、魚が近づいてき
たら画像の変化が大きいので、比較的高頻度で撮影を行うため、ユーザは比較的早くタッ
チパネル上で指をスライドさせる。このように、本実施形態によれば、ユーザは、連続撮
影において連写の速度を変化させたり、撮影のタイミングを自由に選択したりするなど、
連写の速度・タイミングに意思を込めることができる。
【００３８】
　なお、ステップＳ３０４乃至ステップＳ３０８で連続的に撮影された写真や、ステップ
Ｓ３１１乃至ステップＳ３１４で連続的に撮影された写真は、一群の連写画像として記録
部１７に記録されるように構成されてもよい。このように一群の写真として記録されると
、一連の写真が関連付けられるため、写真の整理が容易となる。
【００３９】
　本実施形態に係る撮影のための操作において、最初の１枚目の撮影のための操作は、一
般に普及しておりユーザになじみがあるレリーズボタンの押圧やタッチレリーズであり、
従来の撮影の操作と違いがない。このため、最初の１枚の撮影については、従来通り確実
に撮影が行われる。これに加えて本実施形態では、引き続く連写もユーザの希望のタイミ
ングで高速に行われ得る。すなわち、従来の撮影の方法は全く否定されることなく踏襲さ
れ、その上高度な撮影が行われ得る。
【００４０】
　［第２の実施形態］
　本発明の第２の実施形態について説明する。ここでは、第１の実施形態との相違点につ
いて説明し、同一の部分については、同一の符号を付してその説明を省略する。本実施形
態に係るデジタルカメラ１は、図１２に一例を示すように、ユーザが表示部１８ａの端部
、すなわちタッチパネル１８ｂの端部をタッチしながら指をスライドさせたときに、第１
の実施形態と同様に動作する。本実施形態に係るデジタルカメラ１の構成は、図１を参照
して説明した第１の実施形態の場合と同様である。
【００４１】
　本実施形態に係るデジタルカメラ１の動作を説明する。図４を参照して説明したメイン
フロー、及び図５を参照して説明した再生モード動作は第１の実施形態の場合と同様であ
る。本実施形態に係る信号処理制御部１１による撮影モード動作を、図１３に示すフロー
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チャートを参照して説明する。
【００４２】
　信号処理制御部１１は、ステップＳ４０１において表示部１８ａにスルー画を表示させ
る。信号処理制御部１１は、ステップＳ４０２においてレリーズボタンが押圧されたか否
かを判定する。レリーズボタンが押圧されたと判定されたとき、信号処理制御部１１は、
ステップＳ４０３において撮影動作を実行する。その後、処理はステップＳ４０８に進む
。
【００４３】
　ステップＳ４０２の判定においてレリーズボタンが押圧されていないと判定されたとき
、信号処理制御部１１は、ステップＳ４０４においてタッチパネル１８ｂがタッチされた
か否かを判定する。ステップＳ４０４においてタッチされていないと判定されたとき、処
理はステップＳ４０８に進む。一方、ステップＳ４０４においてタッチされたと判定され
たとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ４０５においてタッチされた位置は画面端か
否かを判定する。画面端がタッチされていないと判定されたとき、信号処理制御部１１は
、ステップＳ４０６においてタッチ位置に対応した合焦動作を実行させ撮影動作を実行さ
せる。その後処理は、ステップＳ４０８に進む。
【００４４】
　ステップＳ４０５の判定において、画面端がタッチされたと判定されたとき、信号処理
制御部１１は、ステップＳ４０７において、本実施形態に係るスライドタッチ撮影動作を
実行する。このスライドタッチ撮影動作については、後述する。スライドタッチ撮影動作
が終了したら、処理はステップＳ４０８に進む。信号処理制御部１１は、ステップＳ４０
８において撮影モードが継続しているか否かを判定する。ステップＳ４０８において撮影
モードが継続していると判定されたとき、処理はステップＳ４０１に戻る。一方、ステッ
プＳ４０８において撮影モードが継続していないと判定されたとき、処理は図４を参照し
て説明したメインフローに戻る。
【００４５】
　本実施形態に係るスライドタッチ撮影動作を、図１４を参照して説明する。信号処理制
御部１１は、ステップＳ５０１において表示部１８ａにスルー画を表示させる。信号処理
制御部１１は、ステップＳ５０２においてタッチパネル１８ｂがタッチされているか否か
を判定する。タッチされていないと判定されたとき、処理は図１３を参照して説明したフ
ローに戻る。一方、タッチされていると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステッ
プＳ５０３において、タッチ位置が継続して同じ方向にスライドされているか否かを判定
する。同じ方向にスライドされていないと判定されたとき、処理はステップＳ５０１に戻
る。一方、同じ方向にスライドされていると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ス
テップＳ５０４においてタッチ位置がタッチパネル１８ｂのステップＳ４０５で検出され
た端部と反対側の端部、すなわち、表示部１８ａの画面における反対側の端部に達したか
否かを判定する。タッチ位置が端部に達していると判定されたとき、処理は図１３を参照
して説明したフローに戻る。
【００４６】
　一方、端部に達していないと判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ５０
５においてタッチ位置は所定の位置であるか否かを判定する。所定の位置でないと判定さ
れたとき、処理はステップＳ５０１に戻る。一方、所定の位置であると判定されたとき、
信号処理制御部１１は、ステップＳ５０６において撮影動作を実行する。その後、処理は
ステップＳ５０１に戻る。
【００４７】
　本実施形態によれば、例えば図１２に示したように、ユーザが表示部１８ａの画面端、
すなわちタッチパネル１８ｂの端部で指をスライドさせたとき、デジタルカメラ１は、こ
の指の動きに合わせて撮影動作を行ったり行わなかったりする。ここで、ステップＳ４０
９の判定における所定位置として、例えば画面端に沿って等間隔に１０点を予め設定して
おく。この場合、ユーザが画面端に沿って、画面の角から角まで指を移動させる間に、デ
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ジタルカメラ１は、１０枚の画像を撮影することになる。ユーザは、この１０点をなぞる
タイミングによって撮影のタイミングをデジタルカメラ１に指示することができる。ユー
ザが途中でタッチパネル１８ｂから指を離したり、タッチ位置が角等の反対側の端部に達
したりすると、一連の連写は終了する。
【００４８】
　上記の所定の位置として１０点を設けるというのは勿論一例であり、それより多くの点
や少ない点を設定してもよい。また、所定の位置は等間隔でなく種々の間隔で配置されて
もよい。また、図１２に示した例では、表示部１８ａの右端の辺において指をスライドさ
せる例を示したが、右端に限らず、左端や上端や下端を用いるようにしてもよい。また、
例えば画面の中央を通るように、表示部１８ａの上辺の中央から下辺の中央に向けて指が
スライドされる場合も同様である。いずれの場所をタッチすることで連写を行うかは、デ
ジタルカメラ１において予め設定されていてもよいし、ユーザが選択できるようにデジタ
ルカメラ１が構成されてもよい。また、上記の所定の位置に対応させて、表示部１８ａに
任意のマークを表示させてもよい。このマークが表示されることで、ユーザは、タッチパ
ネル１８ｂにタッチしている指をどこに移動させると撮影動作が行われるかを認識しなが
ら操作を行うことができる。
【００４９】
　画面の端部には、撮影したい被写体が存在することがまれであり、一般的なタッチレリ
ーズ動作と混乱及び矛盾のない仕様とできる。その結果、ユーザは一般的なタッチレリー
ズと区別した操作を混乱なく行うことができる。なお、端部とは、タッチパネル１８ｂの
４辺又は四隅の座標を抽出して判定する。ユーザが完全な端部を正確にタッチするのは指
の丸みや指の幅の存在のため困難である。したがって、指の幅の分（例えば５ｍｍや１ｃ
ｍ）だけ内側であっても、端部と判定する。タッチパネル１８ｂが３インチ相当であれば
、指の幅の分だけ内側の部分であっても、十分に端部ととらえることができる。
【００５０】
　［第３の実施形態］
　本発明の第３の実施形態について説明する。ここでは、第２の実施形態との相違点につ
いて説明し、同一の部分については、同一の符号を付してその説明を省略する。本実施形
態に係るデジタルカメラ１は、第２の実施形態と同様に表示部１８ａの画面の端部が例え
ば指でタッチされ、そのタッチ位置が画面の辺と平行にスライドされると、その指の動き
に合わせて連続撮影を実行する。この際、図１５に一例を示すように、表示部１８ａには
、タッチ位置に対応する位置に撮影した画像がサムネイル表示される。さらに、このサム
ネイル表示のうち最新の画像よりも一つ前に表示された画像にタッチ位置がスライドされ
ると、すなわち、タッチ位置が戻されると、最新の画像は記録されない。再びタッチ位置
が撮影を指示する方向にスライドさせられると、次の撮影が行われる。
【００５１】
　本実施形態に係るデジタルカメラ１の動作を説明する。図４を参照して説明したメイン
フロー、及び図５を参照して説明した再生モード動作は第１の実施形態の場合と同様であ
る。本実施形態に係る撮影モード動作は、図１３を参照して説明した部分については、第
２の実施形態と同様である。本実施形態では、スライドタッチ撮影動作が第２の実施形態
と異なる。本実施形態係るスライドタッチ撮影動作を、図１６に示すフローチャートを参
照して説明する。
【００５２】
　信号処理制御部１１は、ステップＳ６０１において表示部１８ａにスルー画を表示させ
る。信号処理制御部１１は、ステップＳ６０２においてタッチパネル１８ｂがタッチされ
ているか否かを判定する。タッチされていないと判定されたとき、処理はステップＳ６１
１に進む。一方、タッチされていると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップ
Ｓ６０３において、タッチ位置が継続して同じ方向にスライドされているか否かを判定す
る。同じ方向にスライドされていないと判定されたとき、処理はステップＳ６０１に戻る
。一方、同じ方向にスライドされていると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステ
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ップＳ６０４においてタッチ位置が画面の端部に達したか否かを判定する。タッチ位置が
端部に達していると判定されたとき、処理はステップＳ６１１に進む。
【００５３】
　一方、端部に達していないと判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ６０
５においてタッチ位置は所定の位置であるか否かを判定する。ここで所定位置は、例えば
図１５に示すような等間隔に表示されるサムネイル表示の重心位置とする。所定の位置で
あると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ６０６において撮影動作を実
行し、撮影された画像を第２の記憶部１４ｂに記憶する。その後、信号処理制御部１１は
、ステップＳ６０７において、表示部１８ａに当該所定位置に枠を設けてその枠内にステ
ップＳ６０６で撮影した画像をサムネイル表示させる。その後、処理はステップＳ６０１
に戻る。
【００５４】
　ステップＳ６０５における判定において、タッチ位置が所定の位置でないと判定された
とき、処理はステップＳ６０８に進む。信号処理制御部１１は、ステップＳ６０８におい
て直前に表示された枠上がタッチされているか否かを判定する。直前に表示された枠上が
タッチされていないと判定されたとき、処理はステップＳ６０１に戻る。一方、直前に表
示された枠上がタッチされていると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ
６０９において、表示部１８ａに表示された最新のサムネイル表示を消去させる。続いて
信号処理制御部１１は、ステップＳ６１０において、ステップＳ６０９で消去した画像を
第２の記憶部１４ｂから削除する。その後処理はステップＳ６０１に戻る。
【００５５】
　信号処理制御部１１は、ステップＳ６１１において第２の記憶部１４ｂに記憶された一
連の連続撮影において取得された撮影画像を一群の連写画像として記録部１７に記録する
。その後、処理は図１３を参照して説明したフローに戻る。
【００５６】
　本実施形態によればデジタルカメラ１は、例えば図１５に示すように、撮影した画像を
サムネイル表示しながら、ユーザが望むタイミングで連写動作を行う。ユーザは、サムネ
イル表示で撮影画像を確認しながら連続撮影を続けることができる。また、ユーザは、タ
イミング悪く撮影したために撮影した画像が不要だと判断したとき、タッチしている指を
戻す動作を行う。このとき、デジタルカメラ１は、その不要だと判断された画像を第２の
記憶部１４ｂから削除することができる。その結果、一群の連写画像として保存される画
像群から、不要な画像は取り除かれる。これによって連写撮影時に頻発する必要以上に画
像が増えてしまうという問題を抑制できる。特に、被写体が動物や子どもの場合、被写体
が予想外に動くため連写のタイミングが合わず、不要な写真を大量に撮影してしまうこと
があるが、本実施形態によれば不要な写真が撮影時に削除され得る。
【００５７】
　本実施形態の変形例として、例えば、図１７Ａに模式的に示すように予め画像を表示し
ていない枠が設けられ、この枠をユーザがタッチしたときに撮影が行われ、当該枠内にサ
ムネイル画像が表示されるようにデジタルカメラ１が構成されてもよい。また、サムネイ
ル表示する枠は、縦に並んでいなくとも、図１７Ｂに示すように横に並んでいてもよい。
また、図１７Ｃに示すように、タッチ位置と対応する短冊状の領域に次々と画像の一部が
表示され、最終的に１枚の組み写真が表示されるようにデジタルカメラ１が構成されても
よい。図１７Ｃに示す場合、タッチ位置は表示部１８ａの辺に沿ってスライドされるのみ
ならず、表示部１８ａの中央部分でスライドされてもよい。
【００５８】
　［第４の実施形態］
　本発明の第４の実施形態について説明する。ここでは、第２の実施形態との相違点につ
いて説明し、同一の部分については、同一の符号を付してその説明を省略する。本実施形
態に係るデジタルカメラ１は、第２の実施形態と同様に図１８に示すように、表示部１８
ａの画面の例えば右端部に沿ってタッチパネル１８ｂが指でタッチされ、それがスライド
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されると、その指の動きに合わせて連続撮影を実行する。この際、図１８下図に示すよう
に、その指が表示部１８ａの画面の中央方向（図１８において左側）にスライドされると
、メニュー１８ｍが表示される。ユーザがこのメニューで「ホールド」を選択すると動作
が一時停止され、その後ユーザがタッチパネルから指を離しても、「再開」が選択された
ら再びそのときから連続動作が再開される。本実施形態によれば、一連の連続撮影の合間
にユーザがタッチパネル１８ｂから指を離しても、一群の連写画像として撮影された複数
の写真が記録される。
【００５９】
　本実施形態に係るデジタルカメラ１の動作を説明する。図４を参照して説明したメイン
フロー、及び図５を参照して説明した再生モード動作は第１の実施形態の場合と同様であ
る。本実施形態に係る撮影モード動作は、図１３を参照して説明した部分については、第
２の実施形態と同様である。本実施形態では、スライドタッチ撮影動作が第２の実施形態
と異なる。本実施形態係るスライドタッチ撮影動作を、図１９に示すフローチャートを参
照して説明する。
【００６０】
　信号処理制御部１１は、ステップＳ７０１において表示部１８ａにスルー画を表示させ
る。信号処理制御部１１は、ステップＳ７０２においてタッチパネル１８ｂの辺近傍がタ
ッチされているか否かを判定する。辺近傍がタッチされていないと判定されたとき、処理
はステップＳ７１３に進む。一方、辺近傍がタッチされていると判定されたとき、信号処
理制御部１１は、ステップＳ７０３において、タッチ位置がスライドされているか否かを
判定する。スライドされていないと判定されたとき、処理はステップＳ７０１に戻る。一
方、スライドされていると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ７０４に
おいてタッチ位置が表示部１８ａの画面の端部すなわち角、言い換えると、タッチパネル
１８ｂの角に達したか否かを判定する。タッチ位置が角に達していると判定されたとき、
処理はステップＳ７１３に進む。
【００６１】
　一方、角に達していないと判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ７０５
においてタッチ位置は所定の位置であるか否かを判定する。所定の位置であると判定され
たとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ７０６において撮影動作を実行し、撮影され
た画像を第２の記憶部１４ｂに記憶する。その後、処理はステップＳ７０１に戻る。
【００６２】
　ステップＳ７０５において、タッチ位置が所定の位置でないと判定されたとき、処理は
ステップＳ７０７に進む。信号処理制御部１１は、ステップＳ７０７においてタッチ位置
が中心方向にスライドされたか否かを判定する。中心方向にスライドされていないと判定
されたとき、処理はステップＳ７０１に戻る。一方、中心方向にスライドされたと判定さ
れたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ７０８において例えば図１８に示したよう
なメニュー１８ｍを表示部１８ａに表示させる。信号処理制御部１１は、ステップＳ７０
９においてホールドが選択されたか否かを判定する。ホールドが選択されていないと判定
されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ７１０においてタッチ位置は表示部１８
ｂの周縁方向にスライドされたか否かを判定する。周縁方向にスライドされたと判定され
たとき、信号処理制御部１１は、メニュー１８ｍの表示を消去させ、処理はステップＳ７
０１に戻る。一方、周縁方向にスライドしていないと判定されたとき、処理はステップＳ
７０９に戻る。
【００６３】
　ステップＳ７０９においてホールドが選択されたと判定されたとき、信号処理制御部１
１は、ステップＳ７１１において再開が選択されたか否かを判定する。再開が選択された
と判定されたとき、信号処理制御部１１は、メニュー１８ｍの表示を消去させ、処理はス
テップＳ７０１に戻る。一方、再開が選択されていないと判定されたとき、信号処理制御
部１１は、ステップＳ７１２において終了が選択されたか否かを判定する。終了が選択さ
れていないと判定されたとき、処理はステップＳ７１１に戻る。一方、終了が選択された
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とき、処理はステップＳ７１３に進む。
【００６４】
　信号処理制御部１１は、ステップＳ７１３において第２の記憶部１４ｂに記憶された一
群の連写画像を記録部１７に記録する。その後、処理は図１３を参照して説明したフロー
に戻る。
【００６５】
　本実施形態によれば、「ホールド」が選択され処理がステップＳ７１１及びステップＳ
７１２をループしている間、ユーザはタッチパネルから指を離すことができる。したがっ
て、ユーザは関連する写真を一群の写真として保存するにあたり便利さを得られる。なお
、メニュー表示において、操作方法のガイドを同時に表示するようにしてもよい。また、
メニューは、文字表記でなく、マークなどを用いてもよいことは勿論である。また、「ホ
ールド」を選択するのと同様の機能を、操作部１６のうちの１つである「ホールド」スイ
ッチを用いて実現してもよい。
【００６６】
　［その他］
　上記の各実施形態を組み合わせることもできる。また、上記の各実施形態において、図
２０に示すように、連写動作中もユーザがタッチパネル１８ｂをタッチするとその場所に
合焦エリア１８ｆが設定され、合焦エリア１８ｆに対応する被写体にピント合わせが行わ
れるオートフォーカス動作がなされるように、デジタルカメラ１は構成されてもよい。ま
た、連写動作中も操作部２３ａ又は操作部２３ｂを操作することで、又はタッチパネル１
８ｂ上に表示された操作キー表示をタッチすることで、ズーム動作することもできる。こ
こで、ズーム動作には、ズーム部２６ａを動作させる光学的なズームと、デジタルズーム
とが含まれる。
【００６７】
　上述のようなオートフォーカス（ＡＦ）動作やズーム動作を実現するため、例えば図１
４に示したフローチャートは図２１のように変更され得る。すなわち、図２１に示すよう
に、図１４示したフローチャートのステップＳ５０１とステップＳ５０２との間に、以下
のステップＳ５１１乃至ステップＳ５１４を挿入する。
【００６８】
　信号処理制御部１１は、ステップＳ５０１で表示部１８ａにスルー画表示をさせた後、
ステップＳ５１１において他の位置がタッチされているか否かを判定する。他の位置がタ
ッチされていないと判定されたとき、処理はステップＳ５１３に進む。端部以外がタッチ
されていると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ５１２においてタッチ
位置にピント合わせをするオートフォーカス（ＡＦ）動作を実行させる。その後、処理は
ステップＳ５１３に進む。なお、ステップＳ５１２のＡＦ動作は、本発明と直接関係なく
、周知の技術を用いるのでここでは説明を省略する。
【００６９】
　信号処理制御部１１は、ステップＳ５１３においてズーム操作がされたか否かを判定す
る。ズーム操作がされていないと判定されたとき、処理はステップＳ５０２に進む。ズー
ム操作がされていると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ５１４におい
てズーム動作を実行させる。その後、処理はステップＳ５０２に進む。なお、ステップＳ
５１４のズーム動作は、本発明と直接関係なく、周知の技術を用いるのでここでは説明を
省略する。その他の処理は、図１４を参照して説明した場合と同様である。また、第２乃
至第４の実施形態についても同様の処理を行うことができる。
【００７０】
　また、第１の実施形態におけるユーザによるこのデジタルカメラ１の構え方は、図２２
Ａのように、右手親指によるレリーズボタンの操作を行いながらの右手親指によるタッチ
パネルの操作のみならず、図２２Ｂに示すように、タッチパネルの操作を左手で行うよう
にしてもよい。また、各実施形態において、ユーザはデジタルカメラ１を横向きに構える
のみならず、図２２Ｃ及び図２２Ｄに示すように、縦位置で構えてもよい。また、第２の
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実施形態及び第３の実施形態における連写操作の動作指示を行うタッチパネル上のスライ
ド動作は、表示画面のどの辺を用いてもよい。
【００７１】
　また、カメラの縦位置又は横位置といった姿勢に応じて操作が変えられるように構成さ
れてもよい。この際、信号処理制御部１１が加速度センサ１９の出力を用いてデジタルカ
メラ１の姿勢を検知し、この姿勢に応じてタッチパネル１８ｂの座標に対するユーザによ
る連写動作の入力の定義を変更するように、デジタルカメラ１が構成されてもよい。例え
ば、常に右端の辺でタッチ位置をスライドさせることで連写操作を行うように定義する。
図２２Ａ及び図２２Ｂのようにデジタルカメラ１を横位置に構えた場合の右辺と、図２２
Ｃ及び図２２Ｄのように縦位置に構えた場合の右辺とは、タッチパネル１８ｂにおける位
置は異なる。しかしながら、加速度センサ１９の出力に基づいてデジタルカメラの姿勢が
検知され、この姿勢に基づいてタッチパネル１８ｂの座標の定義が変更されることで、ユ
ーザはカメラの姿勢の差を意識せずに右辺をなぞる操作をすることで、デジタルカメラ１
を同様に操作することができる。
【００７２】
　また、本実施形態に基づいて連続撮影された一群の連写画像を表示させる方法は、例え
ば以下が考えられる。図２３Ａに示すように、一群の写真がムービーのように全画面再生
され得る。この場合、例えば連写された写真の表示は、撮影の間隔に関わらず、一定間隔
で更新され得る。また、写真の表示は、撮影された時間間隔に比例する時間間隔で更新さ
れ得る。この場合、コマ撮りされた映画のような表示となる。また、図２３Ｂに示すよう
に、連写された複数の写真が１枚の画像に組み合わされて、組み写真として表示がされ得
る。この場合、連写画像が躍動感とストーリー性と有した１枚の写真として表示される。
【００７３】
　このような種々の表示の切り換えのために、図５を参照して説明した再生モード動作は
、例えば図２４のフローチャートに示すような動作に変更され得る。この再生モード動作
において、信号処理制御部１１は、ステップＳ８０１において記録部１７に記録されてい
る画像を表示部１８ａに一覧表示させる。信号処理制御部１１は、ステップＳ８０２にお
いて拡大再生が選択されたか否かを判定する。ステップＳ８０２において拡大再生が選択
されていないと判定されたとき、処理はステップＳ８０１に戻る。一方、ステップＳ８０
２で拡大再生が選択されたと判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ２０３
において選択された写真が連写画像か否かを判定する。連写画像でないと判定されたとき
、信号処理制御部１１は、ステップＳ８０４において表示部１８ａに選択画像の拡大表示
をさせる。その後、処理はステップＳ８１１に進む。
【００７４】
　一方、選択された写真が連写画像であると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ス
テップＳ８０５においてユーザが再生モードを選択するための画面を表示部１８ａに表示
させる。信号処理制御部１１は、ステップＳ８０６において再生モード１が選択されたか
否かを判定する。ここで再生モード１とは、例えば図２３Ａに示すようなムービー表示で
あって一定時間間隔で表示が更新される表示モードである。再生モード１が選択されてい
ると判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップＳ８０７において再生モード１で
一群の連写画像を表示部１８ａに表示させる。その後、処理はステップＳ８１１に進む。
【００７５】
　再生モード１が選択されていないと判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップ
Ｓ８０８において再生モード２が選択されたか否かを判定する。ここで再生モード２とは
、例えば図２３Ａに示すようなムービー表示であって撮影間隔に比例した間隔で表示が更
新される表示モードである。再生モード２が選択されていると判定されたとき、信号処理
制御部１１は、ステップＳ８０９において再生モード２で一群の連写画像を表示部１８ａ
に表示させる。その後、処理はステップＳ８１１に進む。
【００７６】
　再生モード２が選択されていないと判定されたとき、信号処理制御部１１は、ステップ
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ド３とは、例えば図２３Ｂに示すような組み写真表示を行う表示モードである。その後、
処理はステップＳ８１１に進む。
【００７７】
　信号処理制御部１１は、ステップＳ８１１において画像の一覧表示に戻ることが選択さ
れたか否かを判定する。ステップＳ８１１で画像の一覧表示に戻ることが選択されていな
い間は、処理はステップＳ８１１を繰り返す。一方、ステップＳ８１１で画像の一覧表示
に戻ることが選択されたと判定されたとき、処理はステップＳ８１２に進む。信号処理制
御部１１は、ステップＳ８１２において、再生モードが継続しているか否かを判定する。
再生モードが継続していると判定されたとき、処理はステップＳ８１２に戻る。一方、再
生モードが継続していないと判定されたとき、処理は図４を参照して説明したメインフロ
ーに戻る。
【００７８】
　以上説明したように、本発明によれば、連続撮影のタイミングが２次元的な位置情報と
して目視可能なものとされるので、ユーザは任意のタイミングンで連写を行わせるための
直感的な操作を行うことができる。連写時は信号処理部１１ａの処理スピードや第２の記
憶部１４ｂの容量による制約があるが、例えば表示部１８ａの端から端までが第２の記憶
部１４ｂの余裕として表現されるので、ユーザは、表示部１８ａ上の距離によって第２の
記憶部１４ｂの余裕を認識することができる。
【００７９】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除しても、発明が解決しようとす
る課題の欄で述べられた課題が解決でき、かつ、発明の効果が得られる場合には、この構
成要素が削除された構成も発明として抽出され得る。さらに、異なる実施形態にわたる構
成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００８０】
　１…デジタルカメラ、１０…カメラ本体、１１…信号処理制御部、１１ａ…信号処理部
、１１ｂ…パラメータ制御部、１１ｃ…表示制御部、１１ｄ…タッチ判定部、１２…撮像
部、１３…顔検出部、１４ａ…第１の記憶部、１４ｂ…第２の記憶部、１５…レンズ通信
部、１６…操作部、１６ａ…レリーズボタン、１７…記録部、１８ａ…表示部、１８ｂ…
タッチパネル、１９…加速度センサ、２０…レンズ、２１…制御部、２２…本体通信部、
２３ａ，２３ｂ…操作部、２４ａ，２４ｂ，２４ｃ…駆動部、２５ａ，２５ｂ，２５ｃ…
位置検出部、２６…レンズ光学系、２６ａ…ズーム部、２６ｂ…ピント部、２６ｃ…絞り
部、２７…記録部、３０…接眼表示部。
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